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狙った被写体に焦点を合わせる。合わせた場所以外

には焦点が合わないのでぼける。ボケ方はレンズによ

ってさまざまだ。これをそのレンズのボケ味という。

ボケ味はむろん写真作品に現れる。だからシャッター

を切る前にファインダーで背景・前景のボケ味を確か

めることもある――プロ・アマを問わず、カメラマン

ならこの程度は常識だろう（写真 1）。

ところがそうではないのである。ただし欧米での話

だ。カメラを世界で最初に作った欧州、カメラが世界

で最初に普及した米国、写真を芸術として最初に確立

した欧米で、なんと、いままで 200年間ボケを表現法

として意識的に語ったことがなかったのである。焦点

を中心にした球面を撮影するのでもない限り写真作品

はつねにどこかがぼけている。そうならそれを写真表

現としてどう扱うべきかは当然考えなければならない

はずだ。しかしどうやら欧米人は、つい最近まで考え

たことがなかったらしいのだ。

■Bokehの語源は日本語

そんなこと信じられないといってもそうなのだ。そ

の証拠はインターネットにゴマン（正確には11万）と

ある。試しにGoogleでbokeh と入れて検索してみられ

たい。そこには「bokehの語源は日本語で云々」と説

明され、続いて本記事の冒頭のような解説があってさ

まざまな作例の写真作品があげられているものも多い。

筆者はとても11万ページを全部調べることはできな

いが、最初の 100ページのなかだけ見ても、すでにア

メリカ、イギリス、イタリア、スペイン、デンマーク、

ポーランド、チェコ、フランス、ロシア、中国、台湾

の各言語のページで、“bokeh”が取り上げられている。

そのなかに、「私が最初に bokehという綴りを考案

して雑誌の記事に書いた」とあるページを見つけた。

http://www.luminous-landscape.com/columns/sm-04-

04-04.shtml。

それはカナダの風景写真ファンのオンラインマガジ

ン、「ルーミナス・ランドスケープ」である。

それによればこうだ。

1 9 9 5 年、筆者マイク・ジョンストン（M i k e

Johnston）は、カール・ウィーズ（Carl Weese）から

ボケとは何かを教えられた。そのウィーズは写真家オ

ーレン・グラッド（Oren Grad）からそれを教えら

れたのだった。そのグラッドは独学で日本語を勉強

し日本のカメラ雑誌を読んでいた。そこでグラッド

は「ボケ味」を知ったのだ。

ジョンストンは当時自分が編集していた雑誌フォ

トテクニクス（Photo Techniques）1997年 3月 4月

号にボケ味特集を組んだ。そのなかで彼は「味」を

取り去って「ボケ」とし、さらに boke と綴るとボ

ウクと読まれてしまうのを恐れ、bokeh と綴ること

にした。

したがってこの特集号がbokehの「火付け役」と

みてよさそうである。特集は 3本の記事から構成さ

れている。その中の 1つ、ハロルド・マークリンガ
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写真1 ドイツのアマチュアによるレンズのボケ味評価
http://www.bokeh.de/en/c75-90_28.html
©Christoph Breitkopf（http://www.bokeh.de/）



ー（Harold M. Merklinger）が書いた「技術的に見た

bokeh」は世界最初のbokeh技術解説ということにな

る。3角形の絞りで撮った写真は、ハイライトのピー

クの光点も 3角形になるようすを実写も交えてわかり

やすく解説している（図 1、写真 2）。

http://www.darkroom.com/MiscDocs/bokeh.pdf

ジョンストンによれば同ページが掲載された去年の

4月に bokehでGoogleを検索すると 13,300ページヒ

ットしたそうだ。別のページに去年 9月には 16,000と

あった。筆者の調査では今年 4月には 35,000、今年 6

月 21日現在で 117,000ページだから、この 1年で約 4

倍増したことになる。とくに最近数カ月はすごい。

この事実からすれば少なくともインターネットの世

界でははっきり「“bokeh”世界で爆発的大流行!!」と

いっていいだろう。

事実、写真 3のキャプションにあるように欧米自身

も「いまやbokeh は伝染病のように大流行している」

と認識しているのだ。

http://www.sonc.com/Bokeh.htm

■そのボケ味研究の内容は

さて、大流行している当の内容を少し具体的に見て

みよう。筆者は英語しか読めないので、まことに残念

だが取り上げる対象は英語のページのみである。

先に述べたとおりたいていのページは、bokehの語

源、bokehの光学的解説、bokehの写真実例を載せて

いる。bokehの語源は「ボケ」なる日本語であること

は、多くのページで解説されているが、中には「ワイ

ンの香りをブーケという。bokehはこのブーケからき

たのだ」という珍説もあった。

Bokehのシミュレータもある。これはソフトウェア

の話だが、デジタルの画像データを入力すると前景・

背景がぼけた画像データが出力されるというものだ。

単に画面全体をぼかすソフトなら昔からあるが、ここ

でいうのは、レンズによるボケ味をできるだけ忠実に

再現する機能だ。その一例に、Bokeh Renderer があ

る。このページでは錯乱円の特性や絞りの大きさをボ

タンで変更すると種々のボケ味が楽しめる。このよう

なソフトウェアはレンズ設計の際、ボケ味を確認する

のに使えるかもしれない。

なおこの成果は世界的な学会誌に出ているので、

bokeh はすでに学術用語にもなっている。

http://www.flarg.com/bokeh.html

bokehの美しい写真集や、コンテストもいろいろあ

る。見て楽しいのはやはり写真そのものだ。

以下はデジタル写真のボケ味コンテストの上位入賞

者作品集である。

http://www.dpchallenge.com/challenge_results.php?C

HALLENGE_ID=297&showfull=1

bokehに関する掲示板も盛んである。多くの掲示板

があってとても全体像は把握しきれないが、ライカレ

ンズのボケ味がよいということで、ライカが提供する

掲示板は有名らしい。

http://www.leica-camera.com/discus_e/messages/3

/59309.html?1081921549
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図 1 世界最初のボケ光学解説？　絞りが 3角形だとボケもそうなる。
http://www.darkroom.com/MiscDocs/bokeh.pdf ©Harold M. Merklinger

写真2 3角形の絞りで撮影した例。ハイライトの光点も3角形にな
っていることに注目。http://www.darkroom.com/MiscDocs/bokeh.pdf
©Harold M. Merklinger



単語“bokeh”の比喩的用例もある。すでに bokeh

の語は人口に膾炙（かいしゃ）しているので、写真に

はとくに関係ない場所で洒落た使い方をすることもあ

る。以下はBokehを自分の名前にしたブログの例で

ある。このBokehさんはウェブサイトのデザイナー

で、「自分の人生はボケのようなもの」なのでこう名

乗ったのだといっている。

http://bokeh.blogspot.com/

今後 bokehに関するさまざまな展開があるにちが

いない。もちろん、光学的なものや、画像処理的な

「理科系」はいうに及ばず、「文科系」でもいわば

bokehologyともいうべき関心が生じるかもしれない。

たとえば「bokehの写真美学」では「bokehはなぜ美

しいか」が分析され、「bokehの文化人類学」では、

日本や西洋の文化における bokehの位置付けが分析

され、なぜ西洋では bokeh認識がかくも遅れたかが

おそらく徹底的に研究されるだろう。

以下のような「bokehは禅である」という説もある。

「ボケの真意は『焦点が合わない部分のボケの質』

というような技術的なところにはなく、禅芸術にこそ

通ずるのだ。なぜなら禅画もボケ味も重要な部分は注

目している所にではなく、注目していない所にこそ出

現しているからだ」

ht tp ://www.photo .net/bboard/q-and -a - fe tch -

msg?msg_id=003h0g

「bokehの受容史」では、ボケが bokehとして広まる

歴史学が展開されるはずである。

こんな書き込みもある。「ガリレオの時代からレン

ズには良いボケや悪いボケがあったことは明らかだ

が、西洋では単に日本ほどそのことに大きな注意を払

ってこなかった。19世紀の画家や写真家はボケの効

果をつねに意識していたにもかかわらず、ボケを表す

言葉を使わなかったのにもうなづける。

ht tp ://www.photo .net/bboard/q-and -a - fe tch -

msg?msg_id=002eQq

思えば木漏れ日があえかにたゆたうのを好まぬ日本

人はいない。映像の世界でも黒澤監督の映画「羅生門」

に有名な木漏れ日のシーンがある。木漏れ日は無数の

木の葉の針穴レンズが映し出す太陽の像である。1つ

1つ大きさ、明るさ、ボケ方、ゆれ方がみな違う。つ

まり古来日本人は木漏れ日のボケ味を愛してきたとも

いえる。

しかしこれを「日本人の優れた感性」を示すものだ

と声高に主張するいわばボケ・ナショナリズムには問

題がありそうだ。日本人どおしで盛り上がるぶんには

よいが、欧米人に向けて自慢気にやればたちまち返り

討ちに合うだろう。写真美は日本を含む世界の優れた

感性が育ててきたものであり、ボケの美学はその一部

分でしかない。写真の歴史をみれば他の多くの部分は

欧米の写真家たちが築き上げてきたのは明白だからだ。

■日本人によるボケ味研究の必要性

現今の bokeh大流行を機に、日本におけるボケ味

の歴史やボケ味の現状を日本人自身の目で見直し、さ

らに現代日本のプロ・アマ写真家によればボケはどう

なるのかその作品で討って出る傾向もでてこよう。

世界にとって有益なのはむろんこの傾向である。ボ

ケの美学は写真美の一部でしかないのだが、欧米にと

っては新鮮な一部であることも事実だからだ。そこで

もたらされる作品や情報こそ、いま一番世界が欲しが

っていると思われる。

いささか即物的だが、ある掲示板には、以下のよう

な主旨の書き込みがあった。「日本のカメラ雑誌はレ

ンズの解像度やコントラストとならべていつもボケ味

を評価しているのに、西洋の雑誌にはそれがない。日

本の仲間に教えて欲しいのだが○○レンズのボケ味は

どうなのか」

http://zuiko.sls.bc.ca/swright/archives/1997/msg022

65.html

今後、欧米だけでなく新しい感性で写真美を変えて

いくに違いない一大勢力、中国、韓国、その他の東ア

ジアの写真家たちが、世界の共通認識となったbokeh

をどう料理していくかにも注目したい。日本とは似て

非なる文化的背景をもつこれらの写真家たちは、また

bokehの意味をも変えうるからだ。

（もとやま　ひろし：Webウォッチャー）
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写真 3 SonC氏ボケ伝染病禍に見まわれた街を視察（背景を
Photoshopでぼけさせたものを前景人物と合成したギャグ写真）
http://www.sonc.com/Bokeh.htm © Sonny Carter


